
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― キャベツ

定植時の活着促進と、初期生育の充実
キャベツは初期生育が重要。活着をスムーズにし、初期の根張りを良くしましょう。
「アグリボ EX」が、台風通過後などで葉や根が傷んだ時の早期回復に役立ちます。

栽 培 暦 アグリボEX ワ ン ポ イ ント

育

苗

播 種
50倍* 潅注（トレイ当たり100ml）

まずは健苗育成。
徒長を抑えて根張り良く！

出 芽
本葉展開

500倍 潅水散布

出芽前１回

または

本葉展開後

10日間隔
2～ 3回

定植前
500倍

潅水施用 **
( 0.5L /トレイ)

農薬潅注時混用可能

活着いかんで、
その後の生育が変わる。

1ヶ月以内

定 植

初期生育
10日間隔

2回
1,000倍 葉面散布 初期生育を充実させ、

しっかりとした外葉を作る。
結球開始

葉や根が
傷んだ時 500～

1,000倍
葉面散布

（農薬混用可能）
台風通過後や、
大雨の後の回復を早める。

収 穫

* 社内試験で確認された使用法です。徒長抑制をより重視する場合にお試し下さい。
** 地床育苗の場合は、1平方メートル（m²）当たり2リットル施用。

定植～1ヶ月以内の根張りが重要 
近年、異常気象により定植後の生育不良が多発して
います。このような条件下では、初期生育を軽視せず
にしっかりと管理した場合と、そうでない場合のもの
との差は歴然です。「アグリボEX」が役立ちます。

芯腐れ症対策に、ヤワラ！
乾燥や高温などにより、根からのカルシウム吸収が
困難になり発生します。それからでは手遅れなので、
小さい時期から「ヤワラ」を使って予防しましょう。

(1,000倍に希釈して、7～10日おきの定期散布 )

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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